
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

須
磨
区

　
中
落
合
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

坂
本
　
一
昭

　

平
成
26
年
頃
か
ら
当
時
民

生
委
員
の
私
た
ち
3
人
は
、

Ｕ
Ｒ
分
譲

350
戸
の
住
民
交
流

の
必
要
性
を
訴
え
、
平
成
27

年
2
月
に
有
志
31
名
で
中
落

合
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
設
立
し

た
。
所
在
地
は
名
谷
駅
北
東

徒
歩
7
、
8
分
の
交
通
至
便

地
で
、大
型
商
業
施
設
、病
院
、

北
須
磨
文
化
セ
ン
タ
ー
や
落

合
中
央
公
園
も
近
い
。

　

当
ク
ラ
ブ
な
ら
で
は
の
活

動
は
広
報
紙
「
か
わ
ら
版
」

の
発
刊
。〝
会
員
交
流
は
情
報

共
有
か
ら
〟
と
設
立
以
降
毎

灘
区

　
篠
原
青
葉
会仁

居
津
　
勲

　

今
年
は
暖
か
い
日
が
続
き
、

桜
は
も
う
半
ば
葉
桜
！
兵
庫

は
五
国
で
淡
路
島
は
神
話
と

海
と
食
、
今
回
は
花
が
主
役
の

旅
。
区
老
連
の
日
帰
り
バ
ス
は

手
軽
で
、
近
畿
近
辺
の
新
し
い

魅
力
を
案
内
し
て
く
れ
る
。

　

４
月
６
日
（
木
）、
区
老
連

の
花
見
バ
ス
は
、
車
窓
に
六
甲

山
の
山
桜
を
見
つ
つ
、
田
ん
ぼ

の
水
面
に
映
す
４
キ
ロ
の
桜
並

木
で
有
名
な
お
の
桜
堤
回
廊

は
盛
り
過
ぎ
。
一
路
明
石
海
峡

大
橋
を
抜
け
、
明
石
海
峡
公

北
区

　
中
里
楽
山
会

藤
原
　
玉
太
郎

　

昨
年
４
月
の
「
観
桜
会
」
で

会
員
の
方
か
ら
「
自
然
が
近

い
場
所
に
あ
る
当
会
で
『
バ
ー

学
校
に
し
よ
う
と
、
毎
週
木

曜
日
に
花
苗
移
植
、
施
肥
、

花
柄
摘
み
な
ど
に
勤
し
ん
で

い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
緊
急
事
態
宣

言
下
以
外
は
感
染
防
止
対
策

を
と
っ
て
活
動
を
継
続
し
て

き
た
。
だ
が
、
自
治
会
が
3

年
間
活
動
自
粛
で
夏
ま
つ
り

中
止
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
ク
リ
ー

ン
作
戦
も
当
ク
ラ
ブ
単
独
実

施
と
な
り
参
加
者
数
は
減
少

し
た
。
今
後
は
自
治
会
と
の

共
催
な
ど
に
よ
る
活
動
立
直

し
が
急
務
で
あ
る
。

　

ま
も
な
く
設
立
10
年
を
迎

え
る
会
員
数
61
名
の
当
ク
ラ

ブ
は
、
好
立
地
の
利
点
を
生

か
し
て
〝
フ
レ
イ
ル
予
防
〟

を
合
言
葉
に
、
自
治
会
、
ふ

れ
ま
ち
協
議
会
と
連
携
し
た

健
康
づ
く
り
の
取
組
み
の
ほ

か
、
新
た
に
ワ
ン
コ
イ
ン
・

ラ
ン
チ
会
開
催
な
ど
に
よ
っ

て
交
流
活
動
の
充
実
を
め
ざ

し
て
い
る
。

月
発
行
し
、
本
年
６
月
号
が

第
100
号
と
な
っ
た
。
そ
の
配

付
は
役
員
が
会
員
相
互
の
見

守
り
を
兼
ね
て
会
員
宅
を
訪

問
し
て
行
う
と
と
も
に
、
10

戸
毎
の
階
段
脇
と
屋
外
の
各

掲
示
版
に
も
掲
出
し
、
非
会

員
の
当
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
理

解
と
協
力
促
進
に
も
努
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
会
員
の
健
康
づ
く

り
と
地
域
の
再
発
見
を
め
ざ

す
「
里
山
・
歴
史
ウ
オ
ー
ク
」

を
毎
年
７
、８
回
実
施
。
当
ク

ラ
ブ
が
始
め
、
後
に
花
谷
ふ

れ
ま
ち
協
議
会
と
の
共
催
と

し
て
、
本
年
5
月
に
は
兵
庫

区
の
「
池
長
植
物
研
究
所
」

跡
地
を
14
名
で
訪
ね
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
モ
デ

ル
の
牧
野
富
太
郎
が
植

物
分
類
学
研
究
資
料
や

文
献
集
め
で
経
済
的
に

困
窮
し
た
際
に
神
戸
の

資
産
家
・
池
長
孟
が
大

正
７
年
に
会
下
山
小
公

園
の
麓
に
設
け
昭
和
16

年
ま
で
あ
っ
た
場
所

だ
。
ほ
か
に
も
地
元
の

花
谷
小
学
校
を
校
名
ど

お
り
の
花
い
っ
ぱ
い
の

兵庫津ミュージアムから兵庫大仏へ

バードウォッチを楽しむ様子

野鳥の会のみなさま

牧野富太郎の植物研究所跡地

園
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
丘
」
へ
。

　

100
新
種
18
万
本
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
広
い
池
と
新
緑
の

樹
々
を
舞
台
に
よ
く
手
入
れ

さ
れ
育
て
ら
れ
た
広
い
美
し
い

数
多
く
の
花
壇
が
次
々
に
広

が
る
。
形
も
色
も
様
々
に
鮮

や
か
な
景
観
で
圧
倒
さ
れ
る
。

ゆ
っ
た
り
と
池
一
周
の
贅
沢
な

散
歩
を
約
1
時
間
、
花
を
愛

で
な
が
ら
、
同
行
の
仲
間
と
語

ら
い
な
が
ら
の
夢
の
よ
う
な
ひ

と
時
で
あ
っ
た
。

　

あ
わ
じ
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア

シ
ス
で
昼
食
と
買
物
の
後
、

あ
わ
じ
花
さ
じ
き
へ
。
あ
わ

じ
花
さ
じ
き
「
菜
の
花
畑
」

に
は

100
万
本
の
菜
の
花
が
視

野
一
杯
に
咲
き
誇
る
。
春
の

夕
陽
の
迫
る
中
、
風
が
緩
や

か
な
斜
面
を
吹
き
お
ろ
し
、

一
面
の
黄
色
い
絨
毯
に
波
風

が
そ
よ
ぐ
。
こ
ん
な
景
観
、

爽
や
か
な
心
地
良
さ
に
倖
せ

を
実
感
し
た
。
司
馬
遼
太
郎

の
「
菜
の
花
の
沖
」
を
思
い

出
し
、
高
田
屋
嘉
兵
衛
に
想

い
を
馳
せ
る
。

　

そ
う
云
え
ば
、
灘
の
花
は

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
灘
の
歴

史
の
花
は
菜
の
花
。
朝
夕
不

安
定
な
天
気
の
中
、
観
光
中

は
傘
要
ら
ず
、
夕
ベ
に
は
陽

ざ
し
に
恵
ま
れ
て
黄
色
い
花

の
絨
毯
と
海
の
広
が
り
は
、

さ
な
が
ら
灘
区
老
連
の
発
展

を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
だ
。

　

感
動
の
花
旅
に
こ
の
時
、

こ
の
処
、
そ
し
て
同
行
の
皆

さ
ん
の
活
躍
と
心
掛
け
の
お

陰
で
楽
し
い
一
日
だ
っ
た
。

美しきチューリップの丘

ド
ウ
ォ
ッ
チ
』
を
し
て
は
？
」

と
提
案
が
あ
り
、
観
察
地
域

を
近
隣
調
査
し
た
結
果
で
発

足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
は
５
月
に
森
林
植

物
園
へ
、
10
名
の
参
加
が
あ
り

「
野
鳥
の
会
」
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

会
員
で
野
鳥
や
草
花
に
詳
し

い
リ
ー
ダ
ー
の
安
井
国
夫
さ
ん

か
ら
、
ま
ず
双
眼
鏡
の
扱
い
方
、

野
鳥
の
見
つ
け
方
、
鳴
き
声
の
特

徴
等
の
説
明
を
受
け
出
発
し
ま

し
た
。
高
木
に
い
る
鳥
、
低
木
の

中
に
い
る
小
さ
な
鳥
…
目
で
は
見

え
て
も
双
眼
鏡
で
は
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
動

き
が
早
く
止
ま
っ
て
い
る

場
所
す
ら
わ
か
り
ま
せ
ん
！

　
「
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
」
や

「
シ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
」
そ
し
て
「
コ

ゲ
ラ
」
な
ど
が
よ
く
鳴
い
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
草
花
が
多
く
咲
き

乱
れ
て
驚
く
ば
か
り
！！
色
と
り

ど
り
の
菖
蒲
や
オ
オ
デ
マ
リ
、

シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
そ
し
て
変
わ
っ

た
名
前
の
セ
イ
ヨ
ウ
バ
ク
チ
な

ど
楽
し
い
２
時
間
で
し
た
。

　

毎
月
第
３
金
曜
日
が
定
例
会

で
す
。
森
林
植
物
園
、
し
あ
わ

せ
の
村
（
藍
那
の
里
）、
菊
水

山
の
三
カ
所
を
月
ご
と
に
決
め

て
観
察
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
10
回
78
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も

部
員
を
増
や
し
て
活
動
し
ま
す
。

☆
中
里
町
は
有
馬
街
道
水
呑

み
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
10
分
で

す
。
鈴
蘭
台
高
校
が
あ
り
菊

水
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
道
の
途
中

に
位
置
し
ま
す
。

自
治
会
、ふ
れ
ま
ち
と
の
連
携
も

感
動
の
淡
路
花
比
べ・目
の
前
で
愛
で
景
観
に
圧
倒
さ
れ

空
気
が
お
い
し
く
鳥
や
花
を
楽
し
む「
野
鳥
の
会
」
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